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原
発
の
使
用
済
み
燃

料

を
再
処
理
し
て
ブ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
取
り

出
し
、
燃
料
と
し
て
再
利
用
し
よ
う
と

い
う
、
日
本
の
プ
ル
ト

ニ

ウ
ム
利
用
核
燃
料
サ
イ
タ

ル
計
画
が
、
論
議

の
的
に
な

っ
て
い
る
。

言
星
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
日
本

へ
の
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
海
上
輸
送

が
、
国
際
的
な
注
目
を
集
め
た
「

「
資
源
小
国
の
日
本
で
ブ
ル
ト

ニ
ク
ム
利
用
は
必
要
ゝ
」す
る
推
進
派
の
主
張
に
、
反
対
派
は

「利

用
ほ
危
険
て
核
拡
散
に
つ
な
が
る
」
と
反
発
す
る
。
九
月
に
初
め

て
こ
の
問
題
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「今
な
ぜ
ブ
ル
ト
ニ
ウ
ム
か
」
を

共
霰
Ｆ
Ｙ
へ

推
進
派
の
日
本
原
子
力
産
業
会
議
専
務
理
事
の
森

一

方
全
【
反
対
派
の
原
子
力
資
料
情
報
室
代
表
の
高
木
仁
二
郎
氏
に
、

情
報
公
開
の
あ
り
方
も
含
め
率
直
に
市
レ
白
コ
■
ｐ
ら
Ｐ
Ｌ

一
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

「
今
な
ぜ
ブ
ル
ト

ニ

ウ
ム
か
」
　

九
月

二
十

一書
Ц

日
本
原

子
力
産
琶
△
釜
緊

原
子
力
資
料
情
報
室

の
共
催
て
、
大
阪
市
の

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

ー
プ
ラ
ザ
大
阪
で
開
か
れ
た
。
同
者
三

人
ず

つ
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
さ
ま
ざ
ま

①

娃麺

道
は
じ
り
釜
国
か
ら
約
五
千
三
百
人
が

応
募
、

こ
の
問
題

へ
の
関
心
の
高
さ
を

一死

森

一現
在
進
め
ら
■
一て
い
る
原
子
力

長
期
融

画
の
見
直
し
の
作
蟻
７
ム
、

私

は

「
も

っ
と
い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
を

聞
″

口

猟
縣
除

桑

■

喜

っ
て

い
る
。
例
え
ば
公

聴
会
を
開
く
と
か
。

日
本
の
役
所
で
は
未
経
験

の
こ
と
か
も

し
れ
な
い

が
、
何
，
来
笙

倉
育

キ
い

。

高
木
　
江
田
科
学
技
術
庁
長
富
に
も

言
っ
た
こ
と
だ
が
、
今
ま
で
政
府
の
計

一国
に
反
対
す
る
よ
ち
た
Ｉ
、́た
ち
が
意
見

を
言
Ｚ
諄
濃
が
Ｐ
Ｌ

例
え
ば
脳
死

臨
調
の
答
申
は
少
牧
派
の
意
見
が
併
記

さ
れ
ヽ
見
る
べ
き
や
り
方
と
号

が
、

原
子
力
の
分
野
で
は
な
い
こ
と
だ
、

森
　
い
う
い
ろ
な
暮
星
を
聞
く
場
を

設
け
る
制
躍
は
、
必
要
だ
。

高
木

み
ん
な
に
情
報
を
伝
え
る
と

い
う
こ
と
に
、
日
本
の
役
所
は
価
値
を
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いう情報がフェアな議論に使われ　　　　　・………■１…‥………………――………………―……・

「公
聴
会
」開
催
も

一
案

無

ル
ー
ル
、機
関
整
備
を
肇

驚
鰤
響
梅

轟
笏
蠅
螂

観
鯰
塚
響

て
、
つ
い
消
極
的
に
な

っ
て
い
た
の
で
　
と
、
確
信
し
て
や
ら
ぬ
ぽ
い
け
な
い
。
　

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
輸
送
主
体
の
動
燃

は
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
，　
　
　
　
　
森
　
私
も
そ
う
確
信
し
て
い
る
が
　
内
部
で
ヽ

い
ろ
ん
な
議
論
が
ぁ

っ
た
。

高 木仁二郎氏
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